
 

モビリティマネジメント推進部会での今後の取り組みについて 

 
１．継続案件 

 案件名 今後の進め方（案） 

１ 鉄道駅におけるバス乗換案内の充実化 
（横浜の公共交通活性化をめざす会） 

昨年までのフィールドワーク等の結果に基づく課題

のとりまとめと改善提案策をまとめ、バス事業者、

鉄道事業者、または市の他部局に働きかけを行い、

具体的な結果に繋げる。 
２ 横浜市内のバス停留所における『営業案

内』標準化フォーマットの策定について 
（暮らしフォーラムにし） 

バス部会を通じてバス事業者にアンケートを依頼し

ているため、その結果や昨年のサンプリングを踏ま

え、検討を進める。 
３ 横浜都市交通計画シンポジウム 

（横浜交通まちづくり協議会） 
6 月の開催を予定。 

 
２．新規案件 

 提出者 提案事項 
１ 横浜の公共交通活性化をめざす会 新たな乗継割引施策の導入 
２ 横浜交通まちづくり協議会 外国人旅行者の利用を目指した公共交通利用案内 

３ 特定非営利活動法人 横浜に LRT を走

らせる会 

モビリティマネジメント部会として横浜カーフリー

デーへ参加 
４ 学校出前授業におけるビデオ作成 
５ 塚田委員 観光客向け基幹路線図の整備 

６ 小池委員 
オープンデータを活用した公共交通データハッカソ

ン的なイベント 
７ 浅井委員 MM 推進活動自体の見直し 
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